































菊 池 秀 明
19 世紀前半という時代が中国にとっていかなる時代であったのか、太平天国が全中国的な
運動として近代中国に深い影響を与えた理由が何であったのかを考察する一階梯としたい。
1. 開墾の進展と耕地所有をめぐる争い― 3 つの京控事件から―
かつて広西は「瘴気の地」と呼ばれ、漢族による耕地の開発が遅れた辺境であった。19
































も多い天保県の場合、乾隆 2 年 (1737) から嘉慶 4 年 (1799) までの墾田面積が 15,892 畝余り


























































































































































































































































註：「 」「伯」「什」「伍」はいずれも広西特有の単位で、1 は 4 畝、1 伯は 2 畝、1 什は 1 畝、1 伍





と、耕地の所有権をめぐる競争や対立の激化であった。幸い 案史料には 2 つの広西の
「京控」すなわち地方で解決されず、北京の都察院などに持ちこまれた訴訟事件の報告が残
っている。以下ではその内容から開墾が社会に与えた変化について考えたい。

















































莫世 の父や兄に銀 1,500 両を貸したこと、韋思信も莫世 の借金とその利子 420 両を立て
替え、いずれも返却されていないことを思い出し、広西の各地方官に「莫世 が救済の名の
もとに財産を奪った」と訴えたが決着はつかなかった。










































































墾を行なわせた。その耕地は大きく 3 種類に分かれ、官田は毎年 1 畝あたり 500 斤の小作
料を徴収した。また糧田は土地税である銭糧および土官の公費を納めるもので、役田は小作
料ないし労働の義務が課せられた。他にも馬軍役田などが存在したが、これらは土官が公務
を執行するための費用を小作料（1 畝につき銭 400 文）として徴収していた。
那馬土巡検は多くの土官がそうであったように、乾隆年間から 1,200～1,600 畝の官田を
「典賣（質入れ）」した。嘉慶 5 年 (1800) に官田の土官に対する返却が命じられると、1 畝





さて黄添保は土官の糧田 30 畝を開墾し、銀 1 両 1 銭 4 分の土地税（1 畝あたり銀 3 銭 8
分）を払っていた。だが彼は道光元年 (1821)、2 年 (1822) の銭糧を滞納し、代理土官の黄河
原から叱責された。これを恨んだ黄添保は、黄瑜親子が官田、馬軍役田の小作料を規定より
























妾問題など様々であった。だが訴えの多くが官田の返却期限である嘉慶 10 年 (1805) 以後に
出された点から見て、この官田の返却問題が訴訟の多発と密接な関係にあることは否定でき














































4 月 3 日に広東の委員が柳州に到着し、翌日全ての運搬船が広東へ向けて出帆することに
なった。支度を始めた船の水夫たちが市場で一斉に米を買ったところ、慌てた地元民のあい









られた。当時船が積んでいた穀（籾米）28,212 石、米 307 余石のうち、損失額は穀 12,743
石、米 298 石余りに及んだ。李杭らは事態の収拾を図るため、残った穀 15,469 石のうち他







































































条件として銀 20 両を求めた [9] の朱廷傑（昭平県馬江塘巡検）、殺人事件の被害者と犯人に





























































































































































































































































































なお程龍孫は嘉慶 20 年 (1815) に後任の署知県黄炳と共に
「短交倉庫銀穀」の罪で再び告発された。






















































父親に従って商業のため広西へ移住し、嘉慶 15 年 (1810) に
徳泰の長隨となって門番をしていた。彼は長男の向南珍を広















◎嘉慶 13 年 (1808) に岑溪県知県となった趙濟は、前任者が
残した「盤折穀」8,523 石の費用である銀 6,818 両を米の買
い足しに用いず、匪賊の逮捕、護送や壮丁の給料、巡視船の
建造や関所の設置などに使った。また 15 年 (1810) に長雨の
ため倉庫の穀 6,594 石を「 爛（カビによって変質）」させ
てしまったが、処分を恐れて報告しなかった。

















◎嘉慶 14 年 (1809) に融県知県となった徐驤は、前任者が不




































嘉慶 18 年 (1813) に後任知県となった銭培善がこの事実を
告発すると、巡撫成格は徐驤を解任した（銭培善も解任され、



































































































その内訳は文海ら 3 名が 2,495 両、周廷俊ら 2 名が 9,269












































































認めている。また [23] では嘉慶 8 年 (1803) からの 10 年間で、臨桂県知県となった 12 名の




















われた。じじつ嘉慶 20 年 (1815) に広西巡撫慶保が調査した結果によれば、未納の土地税は
160,334 両あり 33)、米が買い足されていなかったり、税の未納分に充てられた貯蔵米は



































凌雲県は雍正 5 年 (1727) に改土帰流が行なわれた地で、土官統治時代の名残りを残す亭
目制度が置かれていた。県内には各亭の頭目によって土地税が徴収される糧田と並んで、税
として柴や薪を納めたり、人夫を出す「免糧官田」なる耕地があり、約 2 畝ごとに毎日 1
人を出し、米の運搬や犯人の護送、出張などに備えることになっていた 43)。
嘉慶 2 年 (1797) と 10 年 (1805) に凌雲県の人々は、柴、薪、人夫を出すことが「陋規」
すなわち不法に徴収される付加税ではないかと考えて両広総督衙門に訴えた。当時総督だっ
た吉慶と那彦成は充分な調査をしないまま、彼らの訴えを認めてこれらの税の徴収を禁止し
た（ただし実行はされなかった）。すると嘉慶 17 年 (1812) に黄鳴鳳と生員の黄金 は各亭







































証明（税契）を受ける時も手数料として銀（1 両につき 3 分）を払っていた。人々は米を銭
に換え、さらに銭を銀に換えて納税をしていたが、銀価は変動が大きいうえ、全州が交通の
要衝にあるため流通する銀の質が一定せず、人々は不便を感じていた。
嘉慶 10 年 (1805) 3 月に知州李惟寅は納税が遅延して、決算時に不足が出ないように、か
つて郷保を担当した唐玉元らに「共同で納入催促の方法を籌議」させた。すると唐玉元は
「民にとって利益がある」ことを理由に、元郷保の呂伯元ら 17 名と土地税を銭で納入する
ことを提案した。李惟寅はこれを受けいれ、税銀 1 両あたり約 1,400 文を納めること、売買


























































Mark Alle の研究によれば、19 世紀の台湾には国家と社会のあいだに立って、仲介的な機
能を果たす存在として「総理」と呼ばれる人々がいた。彼らは科挙エリートよりも下層の出
身で、地方官から任命されて紛争の調停や治安の維持に当たった 51)。また郷保は Philip 
C. C. Huang や P. Duara の華北社会史に関する研究でも分析されており、地方官の認可を
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